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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

現在、当町の運動部活動は、野球部、サッ

カー部、バドミントン部、卓球部、スケート部、陸

上競技部、バレーボール部の７つが活動してい

る。

少子化に伴い、学校単位での部活動の維

持が困難になってきており、従来から野球部、

サッカー部、バレーボール部が他町の中学校と合

同チームによる活動を行っている。保護者の送迎

などの負担も増加しており、部員数によって左右

されることもあるため、今後の継続が見通せない

状況となっている。

また、活動・指導経験のない教員が部活動を

指導せざるを得なくなったりすることで、生徒の多

様なニーズに応じた指導が難しくなっているなど、

学校主体の部活動体制では、将来的には団

体スポーツに限らず部活動の存続は難しいものと

考えている。

部活動の地域移行推進にあたっては、運営

団体の整備や指導者の確保、近隣自治体との

連携した取組などの課題が考えられる。

面積 1,408.08 k㎡

人口 5,927 人

公立中学校数 １ 校

公立中学校生徒数 142 人

部活動数 ７ 部活

市区町村の協

議会・検討会議

等の設置状況

設置済

市区町村の推進

計画・ガイドライン

等の策定状況

未策定

【課題】

現在の足寄町の出生数を鑑み

ると、今後減少傾向はますます大

きくなることが想定される。

365 376 356 351 332 316 303 302 304 298 283 266 255

161 158 166 166 169 175 176 175 171 167 162 142 136

526 534 522 517 501 491 479 477 475 465 445
408 391

0

100

200

300

400

500

600

H25 H27 H29 R1 R3 R5 R7見込

足寄町立学校児童生徒数の推移

小学生 中学生 合計



3

運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉教育委員会

・教育総務室・・・事務局（学校部活動所管）

・生涯学習室・・・（文化・スポーツ関係団体所管）

令和６年４月 住民向けチラシ配布

令和６年５月
令和６年度外部指導者体制に
おける部活動の実施

令和６年７月 第１回協議会の開催

令和６年８月 近隣自治体との協議

令和６年11月
アンケート調査の実施（対
象：部活動生徒・保護者・教
員）

令和６年12月 第２回協議会の開催

令和７年３月
指導者講習会の開催
（予定）

令和７年３月
第３回協議会の開催
（予定）

教育委員会
（教育総務室）
（生涯学習室）

文化芸術団体
スポーツ団体
少年団本部等

足寄町部活動地域移行検討協議会

学校
保護者

学校運営協議会

総括コーディネーター
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

中学校数 １ 校 実施した地域クラブ総数 ３ クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） ３ クラブ（３ 部活）

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） ０ クラブ

全体の指導者数 ８ 人 全体の運営スタッフ数 11 人

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団
体種別

種目
※新規のものは末
尾に（新）を付ける

実施回数
実施時
間帯

参加者
（学年別）

実施期間 活動場所
指導
者数

運営スタッフ数
（他クラブと兼務）

会費
大会参加方

法

（仮）足寄
町スケートク
ラブ

競技団
体

（新）スピー
ドスケート

週 １ 回
９時～
11時

中1：4人
中2：0人
中3：3人

令和６年
５月～令
和７年２
月

足寄町里見
が丘レストハ
ウス・スケート
リンクほか

３ 人
４ 人
（内、兼務０
人）

なし（別途
部費徴収）

中体連他：
部活動

（仮）足寄
町陸上クラ
ブ

競技団
体

（新）陸上 週 １ 回
8時～
10時30
分

中1：4人
中2：5人
中3：10人

令和６年
５月～令
和７年２
月

足寄町里見
が丘陸上競
技場ほか

２ 人
３ 人
（内、兼務０
人）

なし（別途
部費徴収）

中体連他：
部活動

（仮）足寄
町卓球クラ

ブ

競技団
体

（新）卓球 週 １ 回
8時30
分～11

時30分

中1：６人
中2：12人

中3：14人

令和６年
５月～令
和７年２
月

足寄中学校
体育館ほか

３ 人
４ 人
（内、兼務０

人）

なし（別途
部費徴収）

中体連他：
部活動
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主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で実施
した種目

スピードスケート

運営団体名 （仮）足寄町スケートクラブ

期間と日数 令和6年５月～令和７年２月

指導者の主な属性 町スケート連盟会員

活動場所 足寄町里見が丘レストハウス

主な移動手段 徒歩・自転車

１人あたりの参加会費
等（年額）

なし（別途部費徴収）

１人あたりの保険料 別途徴収する部費から支出

●足寄町スケートクラブ 活動概要

●仮）足寄スケートクラブ３名

役割：活動における管理者として、学校、保護者との連携を行う

●中学校１名

役割：学校内での連絡等の連携

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等

ス
ケ
ー
ト
連
盟

足寄町教育委員会

足
寄
中
学
校

仮）足寄スケートクラブ
指導者派遣 教 員

・地域クラブ活動の実施
・保険加入
・連絡体制

指導者への謝金支払い
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取組内容

2.実証内容と成果

広域的な活動を行う総括コー

ディネーターを１名配置し、関係

団体との連絡調整・指導助言を

行う。

外部指導者配置競技を対象と

した活動状況アンケートを行う。

〇町内の競技団体や、合同チームを結成する近隣町との意

見交換会を実施する中で現状の把握に努めた。結果について

は協議会の中で地域移行の課題等を共有した。

〇外部指導者の休日の部活動状況についてのアンケートの実

施を行い、状況確認を行った。

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

総括コーディネーターの主な活動（令和６年度）

・部活動団体への聞き取り

・協議会開催状況の調査

・町内の競技に係る準備及び運営

・生徒・保護者・顧問対象のアンケート作成

・近隣町の教育長会議開催

・十勝管内関係者会議への出席

・指導者の活動状況確認

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

コーディネーターの具体的な動きの実績

〇町内の競技団体との意見交換の場の設定。

〇アンケートの実施。

〇地域クラブの基準がないため要件や基準等を整備していくことが必要。
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取組内容

2.実証内容と成果

町内の関係団体に依頼し指導者を確保した。確保

にあたり、現状の部活動からの引き継ぎ期間として、

事前に外部指導者に実際の部活動の状況を見ても

らい、教職員と指導方法等の打ち合わせを行うなど、

指導体制の変更に伴う生徒への負担感の軽減に努

めた。報酬体系も明確化し、安心して指導できる体

制づくりに努めた。指導者の資格取得に向けたスケ

ジュール・財源等について検討した。

〇関係団体の理解のもと指導者８名の派遣を受け、高度な指導が行えるようになり指導レ

ベルが向上した。

・最低週１回の休日の指導体制を構築した。

・各競技に複数の指導者を配置することで、活動日や時間を調整し、練習や大会引率な

ど柔軟な対応が可能となった。

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保①

取組事項

取組の成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

教員外指導者が指導する活動の一例

スピードスケート ３名

卓球 ３名

陸上 ２名

種目 指導者の役割指導者属性

職業

・自営業 １名

・会社員 １名

・団体職員 １名

・公務員 ５名

競技指導

活動日の日程調整

参加者との連絡調整

大会・練習試合引率
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取組内容

2.実証内容と成果

〇地域クラブの概要説明。

・本取組における国の動きについて、町内各自治会宛に回覧したチラシ

を用い説明。

〇活動状況の報告。

・各指導者の自己紹介を含む。

・指導における課題の報告

〇足寄町の地域移行についての説明。

・現在の外部指導者体制を基盤とし、地域主体の活動へと移行するイ

メージを共有。

〇報酬体系に係る説明。

〇指導体制に係る意見交換。

・課題とその解決について共有。

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保②

指導者研修の内容

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

今後の課題と対応方針

未実施のため記載せず。

受講者の声

指導者研修の参加実績

・開催日時： 令和７年３月１２日（水曜日）１８時３０分～

※指導者の勤務スケジュールを考慮し、参加しやすい日程で設定

・開催場所： 足寄町民センター

・開催回数： １回

・参加人数： 11 人予定

未実施のため記載せず。
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

検討協議会の継続

・ 関係団体の意見を聞く場として必要である。
外部指導者の派遣

・ 関係団体と協議をしながら部活動の継続を行う。
アンケートの実施

・ 生徒、保護者、教員からの意見や感想を聞くことでトラブルを防ぐ。
地域クラブの基準作成

・ 地域クラブの基準がないため要件や基準等を整備していくことが必要。

●今後に向けて

今年度2年目を迎え、運営協議会としては、地域

クラブについてより深く認識することができた。しかし、

近隣町との合同チームにおいては、練習の際の移動

手段が問題となっていることが依然として課題となって

いる。

新たな形では、部活動外部指導者の派遣を関係

団体から行い、地域クラブとしての活動を広めてきた。

更に活動の検証を行うため生徒・保護者・教員への

アンケートを実施した。

近隣町との情報交換では、自治体毎に認識や財

政状況が異なる中、同じように部活動の地域移行が

進められていないことが明らかとなった。今後は、取組

状況を定期的に共有するなどし、同じ認識を持って

進めて行くよう確認した。

令和７年３月に実施予定の指導者講習会では、

様々な種目において外部指導者を派遣したことにつ

いての感想などを聞き次年度へつなげることとしたい。

〇部活動検討協議会

・ 検討協議会を開催することで委員との情報を深く共有することができた。

・ 課題等も出され地域クラブについての深く認識することができた。

〇外部指導者の派遣
・ 生徒に専門的な技術指導と助言をすることで競技力向上につながった。

・ 教員が付けない時でも安全に部活動を行えることができた。
〇アンケートの実施

・ アンケート結果で様々な意見や感想を得ることができた。
〇近隣町との情報交換

・ 各町の活動状況を確認し、同じ認識を持つことを確認できた。
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アンケート結果・回答者の声

2.実証内容と成果②

●回答者の声●アンケート結果

生徒

〇 部活動での外部コーチからアドバイスを受けて今までできなかった
ことができるようになった。試合で助言等をもらえて自信がついた。

〇 外部コーチからの指導を受けることで練習が充実した。

Q.外部指導者から技術指導や助言を
受け、変わったと思うところは？

Q.外部指導者の技術指導や助言をど
のように感じている（いた）か？

Q.外部指導者からどのような指導を受
けたいか？

保護者

〇 試合で外部コーチから助言を受け自信がついた。

教員

〇 休日過ごせる時間ができた。

〇 休日外部指導者だけでは不安があるのでもう少し様子

を見ていきたところでもある。

外部の指導者設置に関するアンケート（実施期間：令和６年11月11日～11月21日）の結果抜粋（生徒分のみ）

外部指導者を配置した活動に所属
する生徒、保護者、教員に対し、配置
後5カ月を経過した時点で現状を把握
するため実施した。

＜対象＞
生徒 （配布数57 回収数46）

保護者（配布数57 回収数46）
教員 （配布数 6 回収数 6）

3

0

2

18

22

0 5 10 15 20 25

その他

外部指導者と教員の指導内容

が異なり混乱している

教員と同じ指導内容だが、教

員の方が分かりやすい

教員と同じ指導内容だが、外

部指導者の方が分かりやすい

教員と同じ指導内容で分かり

やすい

1

1

3

20

27

32

24

0 20 40

その他

自分の考えと別なことを言われ混乱している

特にない

活動が楽しくなった

助言等をもらえて自信がついた

今までできないことができた

競技について深く理解することができた
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特にない
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特になし

体力をつける指導

緊張しない方法・やる気を出す方法につ

いての助言

戦術についての助言

技術向上の指導
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④

【外部指導者の活動（卓球部）】 【外部指導者の活動（陸上部）】

【協議会の様子】 【外部指導者の活動（スケート部）】
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地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

〇地域移行検討協議会２年目を終え、会議
の中で意見を出しながら足寄町の文化、スポー
ツ活動また、学校の活動を知ることができた。

〇外部指導者を関係団体から派遣してもらい
３部活においては外部指導者から専門的な技
術指導や助言をもらい向上につなげることができ
た。

〇生徒、保護者、教員から外部指導者の指導
状況についてアンケートを実施し感じることができ
た。

〇近隣町と情報交換を行い進捗状況を確認す
ることができた。

〇令和８年度を見越した地域クラブについて検
討した。

〇検討協議会の実施

・ワークショップ等の手法も用い、地域
移行後の体制について協議することも
検討。

〇各種関係団体と外部指導者派遣

についての協議

・外部指導者未派遣の団体との派
遣に向けた協議

・外部指導者派遣中の団体との継
続した派遣体制に向けた協議

〇近隣町との地域クラブについて協議

・指導者の確保、移動、財源等課
題の整理

〇外部指導者の資質向上に向けた取
組

〇指導者の確保

〇検討協議会の開催

・地域クラブの活動状況の報告・検証

・地域クラブの発展に向けた協議

・未移行競技のクラブ化に向けた協議

〇地域クラブ活動の実施

〇活動実績の点検

〇外部指導者の資質向上に向けた取組

〇指導者の確保

・ 検討協議会
・ 競技団体から外部指導者の派遣
・ 生徒、保護者、教員からのアンケートの実施
・ 近隣町との協議
・ 令和８年を見越した部活動の展開

・ 検討協議会
・ 各種関係団体等の協議
・ 近隣町との協議
・ 令和８年を見越した部活動の展開

令和６年

・ 検討協議会
・ 地域クラブの活動開始

令和７年 令和８年
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性

足寄町教育委員会 部活動改革スケジュール （案）

２０２４年度
（Ｒ６）

２０２５年度
（Ｒ７）

２０２６年度
（Ｒ８）

〇総括コーディネーターの配置
〇協議会の開催
〇アンケートの実施
〇中学校部活動への指導者派遣
〇近隣町との情報交換
〇周知活動
〇土日祝日における外部指導者の指導
開始
〇令和８年度からの地域クラブの検討

〇土日祝日における外部指導者の活用開始
競技種目 団体競技（野球・サッカーバレーボール）

個人競技（卓球・陸上・スケート・バドミントン・水泳）

〇受け皿団体の検討



地域スポーツクラブ活動体制整備事業

令和6年度

地域スポーツクラブ活動への移行に向けた実証事業

北海道厚岸町

自 治 体 名 ：

担 当 課 名 ：

電 話 番 号 ：

北海道厚岸町

0153-52-778５

教育委員会生涯学習課
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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

面積 739.12 k㎡

人口 8,195人

公立中学校数 3 校

公立中学校生徒数 171 人

部活動数 ８部活

市区町村の協

議会・検討会議

等の設置状況

設置済

市区町村の推進

計画・ガイドライン

等の策定状況

策定済 0
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厚岸町小学校児童数

厚岸町における運動系部活動については、中

学校３校で８部活動が活動している。そのうち

１校については、１部活動に部員がいないため

現在は休部状態となっている。

令和６年度の活動内容としては、そのうちの１

部活動（陸上部）が、平日は学校部活動とし

て活動し、休日の活動については地域クラブ活

動に移行した。地域で指導可能な人材がいたと

はいえ、円滑な移行のため、当面は学校部活動

顧問の教員にも地域指導者として活動に加わっ

ている。

本町は、児童生徒数の減少に伴い、少年団

に加入する児童も減少傾向にあったが、陸上少

年団と中学校陸上部が厚岸レーシングクラブとし

て地域クラブチームである厚岸総合クラブJOYの

モデルクラブとなったため、小中連続したクラブ活

動の環境が整った。
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

運営体制・役割 年間の事業スケジュール

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉町長部局

・総合政策課・・予算措置、企業版ふるさと納税に係る協議・検討。

◉町長部局

・生涯学習課・・厚岸総合クラブJOYの事務局を担う。

月 日 内　容

8 モデルクラブ4団体募集開始

13 厚岸レーシングクラブ活動開始【JOYスタート】

24 第2回厚岸町議会厚生文教委員会へ取組状況説明

11 厚岸Jr.ウィンドバンド活動開始

25 海事記念館こどもクラブ開始

22 厚岸キッズクラブ活動開始

25 厚岸総合クラブJOY第1回運営委員会【JOY組織確立】

9 18
平成6年度第1回厚岸町部活動地域移行検討協議会

厚岸総合クラブJOY第２回運営委員会

1 ＪＯＹサポーターバンク募集開始

18 企業版ふるさと納税ＷＥＢ募集開始

真龍中学校に施設管理人配置（土・日）

26 令和6年度部活の地域移行研修会

19 厚岸総合クラブJOY第３回運営委員会

25 平成6年度第２回厚岸町部活動地域移行検討協議会

1 JOY生徒・保護者アンケートの実施

7 厚岸町教育研究所2月研究大会

19
平成6年度第３回厚岸町部活動地域移行検討協議会

厚岸総合クラブJOY第４回運営委員会

28 厚岸総合クラブＪＯＹ説明会

5

6

12

2

11

10
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和
6
年

4

令

和

7

年
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

中学校数 ３校 実施した地域クラブ総数 ２クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（１） 厚岸レーシング クラブ（陸上部）

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（１） 厚岸キッズクラブ

全体の指導者数 ３ 人 全体の運営スタッフ数 ５ 人

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団
体種別

種目
※新規のものは末
尾に（新）を付ける

実施回数
実施時
間帯

参加者
（学年別）

実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数
（他クラブと兼務）

会費
大会参加方

法

厚岸レーシン
グ クラブ

厚岸総
合クラブ
JOY

陸上 月 ４ 回
９時～
１２時

中１ １名
中２ ７名
中３ １名

４月～
３月

真龍中学
校グラウン
ド

２人 無

小学生年会
費4,000円
中学生年会
費4,500円

すべての大会
は地域クラブで
参加

厚岸キッズク
ラブ

厚岸総
合クラブ

JOY
運動 月 １ 回

９時～
１１時

４歳 ６名
５歳 ５名
小１ ７名
小２ ２名
小３ １名

４月～
３月

厚岸B＆
G体育館

１ 人 ５ 人 無 無
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主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で実施
した種目

陸上

運営団体名 厚岸総合クラブJOY運営委員会

期間と日数
陸上：４月13日 ～ ３月31日

月４回程度

指導者の主な属性 厚岸レーシングクラブ

活動場所 真龍中学校グラウンド

主な移動手段 徒歩、自転車

１人あたりの参加会費
等（年額）

小学生年会費4,000円
中学生年会費4,500円

１人あたりの保険料
スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年
指導者１人あたり：1,850円/年

●厚岸レーシングクラブ（陸上） 活動概要

●運営委員長

役割：クラブ全体を管理監督し、会の運営を行う

●指導者 体育系クラブ２ 名

役割：地域指導者・・各々のクラブの運営を行い生徒の指導を行う

：学校指導者・・地域移行を進めるため、地域指導者の補助として生徒

の指導にあたる

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

○運動系のモデルクラブとして、

町内中学校の陸上部の休日に

おける活動を地域クラブ活動とし

た。

○クラブ名を「厚岸レーシングクラ

ブ」として活動した。

○６月に厚岸総合クラブJOYを

設立し、当面教育委員会生涯

学習課が事務局を担い、クラブ

が円滑に活動ができるようクラブ

の管理や指導助言を行った。

○地域指導者と学校部活動指導者が綿密に情報を共有す

ることで、休日の活動がスムーズに行われていた。

○各大会では、クラブチームとして出場した。

○児童中心の少年団を受け皿とした中学校陸上部の移行の

ため、クラブ員は児童・生徒で構成され、小中の連続した指導

が可能となった。

○中学生９人を対象としたアンケートの結果、回答者した８

名のうち４名が「陸上の楽しさ」「勝つ喜びや負けるくやしさ」を

感じているなど、充実した活動の様子がうかがえた。

○雨天や冬季の練習会場については、管理人が常駐し管理

している真龍中学校校舎を使用することができるようになった。

0 1 2 3 4 5

陸上の楽しさ

練習のつらさ

達成感や充実感

勝つ喜びや負けるくやしさ

仲間との信頼関係

その他

活動して感じたこと（複数回答）

（人）

（令和７年１月実施 生徒アンケートより）

○運営クラブである厚岸総合クラブJOYの財源確保、指導者確保、移送手段の確保が最大の課題⇒R7年度中に道筋をつけていく。

○モデルクラブである厚岸レーシングクラブの成果と課題を生かして、R７年度はさらに中学校運動部活５団体の休日における地域移行を進める。

○高校生のコーチングスタッフを募集・養成することで、持続可能な指導者の確保を図っていく。

○休日の地域移行から平日をも含めた完全移行を検討していく。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保①

取組の成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

○令和6年10月に厚岸総合クラブ

JOYサポーターバンクを設置し、指

導者の確保に努めた。

○指導者の資質向上を図る研修

については、ケガや障害予防につい

ての研修会を実施した。受講者から

は今後の指導に役立つとという声を

いただいた。

取組事項 人材バンクの人数

種 目

資格有無

○３名

○陸上

人材バンクの年齢構成

30代 1名

50代 2名

○指導者資格

○厚岸総合クラブJOY

のクラブに加入している

子の保護者を対象とし、

指導者の監督の下、ク

ラブ活動を支える。

○報酬等はないが、ス

ポーツ保険は、事務局

が加入する。

○厚岸総合クラブJOYの

活動の指導を行う。

○中学生への指導を基本

とするが、小学生や高校

生も対象とした活動も想

定。

○指導日、報酬の額等は、

JOY規定に基づく。

○厚岸総合クラブJOYの

活動を指導者の監督の

下、ボランティアスタッフと

して支える。

○報酬等はないが、ス

ポーツ保険は、JOY規定

に基づき事務局が加入

する。

サポーターバンクの構成

○アンケートから「技術力の向上」「仲間との団結

力」を実感している生徒が多く、保護者の多くは、

「体力の向上」と回答している。

○地域指導者と学校部活動指導者が指導理

念を共有して、平日の部活動、休日のクラブ活動

での指導に生かしていた。

○今後も、サポーターバンクのスタッフを3構成とし、

指導支援体制の充実を目指し募集を継続してい

く。

0 2 4 6

技術力

体力

精神力

忍耐力

仲間との団結力

豊かな心

基本的な 生活…

その他

成長の実感（複数回答）

生徒 保護者

（令和７年１月実施 生徒保護者アンケートより）

クラブ指導者 ボランティアスタッフ 保護者スタッフ
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 ウ：関係団体・分野との連携強化

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

○日数 ３日

○利用者数 22 人

○運行内容

・スクールバスを活用し、厚岸レーシングクラブ

の陸上競技大会出場時の送迎を行った。

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

バス等の運行実績

○定例校長会議、教頭会議で、毎回クラ

ブ活動の情報を提供。

○児童・生徒・保護者・教職員を対象とし

たアンケート調査を実施し、ニーズをとらえた。

○町内全小中学校教職員に、教育長か

ら本町の取組を説明。

○中学校3校のPTA総会で、事務局から

クラブの取組を説明。

○中学校1校に管理人を配置。

○教育委員会が所有するスポーツバス等

を活用。

○校長会議などで、地域移行の状況について情報提供を行い、

学校の理解を得ながら移行を進めることができた。

○本町の小中学校全教職員を対象に、地域移行の状況を説明

することにより、学校の理解がより進んだ。

○休日に管理人を配置することで、雨天時や冬期間の校舎の活

用が可能となり、学校管理職の負担を軽減することができた。

○町議会では、複数回本町における部活動の地域移行について

取り上げられ、「持続可能な生涯学習、生涯スポーツの環境を整

える」ことについて説明した。

○部活動の地域移行研修会（令和6年11月26日開催）を通

して、先進事例や本町の取組の情報を共有することができた。

○教育関係者には、厚岸総合クラブJOYの取組状況は周知されているが、

町民に対しての説明が不足しているとの指摘を受け、今後、町民や保護

者に向けた説明会を実施予定。（令和7年2月26日開催予定）

○これまでの部活動のスクールバス活用から、地域クラブ活動のスポーツバ

ス等の活用へ、契約変更の手続きなどを確実に進めていくことが重要。

0 10 20

大会運営や引率

休日の活動がある

疲労・休息不足

長時間労働

報酬に関わって

指導員等の不足

連携の負担

競技未経験の負担

部活動指導者の負担感（複数回答）

（人）

（令和５年７月実施教職員アンケートより）

バスの運航経費・収入

・運行委託料 85,554円

・利用料 なし
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実①

取組事項

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用問う

ク：その他の取組

参加人数 23名 （内中学生９名） 指導者数 ２人

属性 厚岸レーシングクラブ（陸上）

具体的な内容
Ｒ６年5月から平日は部活動、休日は地域クラブ活動（厚岸総合クラブJOY）として活動をスタート
させた。地域クラブ指導者は、厚岸町陸上少年団の指導者が担い、レベルの高い指導がなされること
で、各種目、生徒の上達を評価する声は大きい。

子供の声
⚫ アンケートに回答した９名全員が「クラブ活動は充実している、どちらかというと充実している」と答えて
いる。

⚫ 特に、仲間と練習しているときが充実していると回答している生徒が多い。

関係者の声

⚫ 小学生から中学生、高校生を含めた持続可能なクラブの在り方をモデルクラブを通して模索していく。
（指導者）

⚫ これまでの部活動の取組や指導法などについて地域移行を進めていくためには、学校と地域の指導
者間の綿密な連携が重要。（指導者）

運営経費
運営経費は、指導者報酬
と部活動地域移行検討協
議会の旅費のみとなっている。

活動の詳細

○厚岸総合クラブJOYは、幼児から

大人まで持続可能な生涯学習・生

涯スポーツの環境整備を目的に、令

和6年6月に設立。事務局は、当面

教育委員会生涯学習課が担うこと

とし、令和9年度以降、完全移行

（休日、平日ともに地域クラブ活

動）を目指していく。

○令和5年7月に部活動の地域移

行に係るアンケート調査を実施し、

児童・生徒・保護者・教職員のニー

ズの把握に努めた。

○令和7年1月にJOY加入の生徒・

保護者を対象にアンケート調査を実

施した。

○令和6年度に指定した4モデルクラ

ブの1つである厚岸レーシングクラブ

（陸上）は、平日は部活動、休日

は地域クラブ活動として、練習はもと

より大会に積極的に参加し、活躍し

ていた。

0 1 2 3 4 5 6 7 8

仲間と練習をしている時

一人で自主練習をしている時

指導を受けている時

大会や発表会に参加している時

充実している時は（複数回答）

（令和７年１月実施生徒アンケートより）

（人）
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実②

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組内容

○中学校陸上部から移行した厚岸レーシングクラブは、地域で活動する

厚岸陸上少年団を受け皿に活動を展開した。１年間の活動を通して、

多くの成果と課題を検証することができた。

○R6年度は、真龍中学校グラウンドを主な活動場所として、平日は部

活動として週４日程度、休日は厚岸レーシングクラブとして活動し、参加

出場した大会は、厚岸レーシングクラブとして参加した。

○雨天時や冬季間は、真龍中学校校舎（管理人配置済み）を活用

し、活動することができた。

取組の成果

今後の課題と対応方針

○R7年度、スポーツ系のクラブの地域移行（陸上・野球・サッカー）を進

める上で、練習会場が真龍中学校グラウンドに集中するため、安全に活動

できるよう活動場所の区分けや練習時間帯の分散、町施設の活用など、

環境を整えていく。

○大会に係る生徒の移送についても、バスの運行計画が煩雑にならないよ

う計画的な運行計画を策定し、送迎体制を組んでいく。

○現在１校が地域クラブである厚岸総合クラブJOYに加入している状況で

あるが、次年度以降複数校の生徒の加入となると、さらに冬場の生徒の

送迎体制も課題となる。

○学校指導者から地域指導者へのスムーズな移行、さらには平日の移行

を視野に入れると、指導者間の連携がより必要となる。

○部活動地域移行の実証事業の大きな成果の1つは、学校指導者と

地域指導者の綿密な連携を前提とした生徒への指導である。平日の部

活動の指導と、休日の地域クラブの指導の方向性を同じにすることで、生

徒は混乱なく活動することができた。

○児童中心の少年団を受け皿とした中学校陸上部の移行のため、クラブ

員は児童・生徒で構成され、小中の連続した指導が可能となった。
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取組内容

2.実証内容と成果
ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

●取組項目名 キ：学校施設の活用等

取組事項

今後の課題と対応方針

〇管理人を配置することで、休日の管理職の負担を軽減することができた。

〇管理人を配置することで、スポーツ系のクラブも冬場やグラウンドが使用できない状況であっても、校舎内のスペースを利用して活動することができるよう

になった他、文化系の吹奏楽クラブの練習も音楽室での活動が可能となった。

〇管理人と指導者と事務局の連絡体制を確立することで、休日におけるクラブ活動の緊急時対応が可能となった。

取組の成果

〇厚岸レーシングクラブは、真龍中学校グラウンドで活動を開始した。しかし、雨天時や冬季間の練習場確保の声が指導者や文化クラ

ブ関係者から上がった。そこで教育委員会は、11月から管理人を配置して休日の校舎やグラウンドを管理することとした。

〇現在、真龍中学校の施設（グラウンド、体育館、音楽室、廊下）を活用し、地域クラブである運動クラブ、文化クラブが活動を行っている。 今後、ク

ラブ数が増えることから、他の学校や町有施設の活用を図り、活動環境を整えていく。

〇今後、休日における地域移行種目が増えることから、町内の学校施設の他、町有運動施設の活用を図っていく。



12

総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

各部活動との協議を進める中で、種目により課題が違うことが浮き彫りとなった。指

導者資格や審判資格が必要なクラブ、統一したユニフォームが必須のクラブ、単独で

はチームが組めず他町村との合同チームを余儀なくされるクラブなど、課題は多様であ

り、部活動の地域移行が進まない要因の１つである。

全国的な共通課題として、指導者の確保、財源の確保、生徒の送迎手段の確保

などがあげられているが、種目ごとの課題や本町のような小規模自治体の課題などもと

らえたうえで、R7年度は休日における全部活動の地域移行、厚岸総合クラブJOYの

地域展開を積極的に進めていく。

●今後に向けて

厚岸総合クラブJOYは、幼児・小学生・中学生・高

校生・大人すべてを対象とし、持続可能な生涯学習・

生涯スポーツの活動環境を整えることを目的に、令和

６年６月に設置した。事務局は、当面、教育委員会

生涯学習課が担うこととし、4つの団体をモデルクラブに

スタートした。運動系の団体は、中学校部活動から移

行する「厚岸レーシングクラブ」と幼児から低学年児童

を対象とした「厚岸キッズクラブ」の2団体である。文化

系の団体は、中学校の部活動から移行する「厚岸Jr.

ウィンドバンド」と、厚岸の自然や文化、歴史を学ぶ「海

事記念館子どもクラブ」の２団体である。

厚岸総合クラブJOYの運営母体である運営委員会

では、単に中学校部活動を地域に移行するのではなく、

本町の恵まれた生涯学習環境を生かし、持続可能な

活動環境を整えていくことを確認した。R7年度は、団

体が4団体から11団体に増えるため、これまでの検証

の成果を生かし、地域移行、地域展開を進めていく。

厚岸総合クラブJOYを立ち上げて１年。成果というよりも、地域移行検討協議会で

協議を重ねるたびに新たな課題が見つかることを繰り返してきた。ある委員が「課題と

いう小さな石ころを拾いながら少しずつ進んでいるという感じですね。」と発言されていた。

検討協議会発足当初から、すべて環境を整えてから新クラブを立ち上げるのではなく、

一歩でも前に進めながら課題を見つけ、モデルクラブの成果と課題を明らかにして検証

を進めたからである。したがって、まだ成果を評価する状況にはないことから、引き続き

課題を拾いながら、厚岸スタイルの地域移行、地域展開を進めていく。
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アンケート結果・参加者の声

2.実証内容と成果②

●アンケートや聞き取りから
●アンケート結果

Q.総合クラブ JOY で活動して、どんな時が充実していますか？（複数回答）

指導者（指導者間協議の発言から）

地域指導者と学校指導者が綿密な情報共有のもと指導

観を共有し、「楽しみたい」「上達したい」という意欲を高め

ていきたい。

保護者（アンケートから）

完全に移行するまでは、物事が上手くいかないこともたくさ

んあると思いますが、子どもたちの意見にも耳を傾けてほし

いと思います。地域移行となったことで、文字通り、音を楽

しむことができ、音楽を続けたいという気持ちにしてもらえて、

大変ありがたく思っています。

0 2 4 6 8 10 12

仲間と練習をしている時

一人で自主練習をしている時

指導を受けている時

大会や発表会に参加している時

その他
生徒 保護者

（令和７年１月実施生徒・保護者アンケートより）
回答数 生徒・・陸上9名 吹奏楽4名

保護者・・陸上5名 吹奏楽5名

Q.総合クラブ JOY で活動して、成長したと感じたことはどんなことですか。（複数回答）
0 2 4 6 8 10 12

技術力

体力

精神力

コツコツと取り組む忍耐力

仲間との団結力

豊かな心

基本的な 生活習慣

その他

0 2 4 6 8 10 12

陸上や吹奏楽の楽しさ

練習のつらさ

達成感や充実感

勝つ喜びや負けるくやしさ

仲間との信頼関係

その他

Q.総合クラブ JOY で活動して、感じたことはどんなことですか。 （複数回答）

（人）

（人）

（人）

中学年生の声（厚岸レーシングクラブ 陸上）

部活動や休日の練習をする中で、どんどん記録が伸びていく

のがうれしい。監督はつきっきりで指導してくれる。課題を修

正しやすい。

中学年生の声（厚岸Jr.ウィンドバンド 吹奏楽）

コンサートは、とても緊張したけど、たくさんのお客さんの前で

発表することができた。
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2.実証内容と成果③

参考資料

広報資料

広報資料

【園児・児童・生徒への募集チラシ（表）】 【園児・児童・生徒への募集チラシ（裏）】

【園児・児童・生徒への募集チラシ（表）】 【園児・児童・生徒への募集チラシ（裏）】

○R6年度、部活動の地域移行を進めるにあたり、4月にモデルクラブ4団体の募集を行った。紙幅の都合上、4団体の活動の様子は、2次元コード紹介動画

を視聴するスタイルとし、申し込みは、Web又は申込書で行うこととした。
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2.実証内容と成果④

広報資料

【厚岸総合クラブJOYのチラシ（表）】

○部活動の地域移行を進めるにあたり、児童、生徒、学校教職員、地域

指導者、保護者等、様々な関係機関・関係団体に説明するための広報

資料が必要となったことから、JOY事務局が作成した。特に、厚岸総合クラ

ブJOYの方針や移行スケジュールなどをわかりやすくまとめることで、周知を

図った。R7年度も移行部活動が多くなることから、広報チラシを作成し理

解を図っていきたい。

【厚岸総合クラブJOYのチラシ（表）】
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2.実証内容と成果⑤

広報資料

チラシ

部活の地域移行研修会の案内チラシ

R6年1１月26日に部活動の在り方検討支援アドバ

イザーを講師に研修会を開催した。参加者から多くの

質問がなされ、講師から回答いただいた。

企業版ふるさと納税チラシ

R6年10月18日にWeb上で募集を開始した。

現在、内閣府総合サイト地方創生の企業版

ふるさと納税ポータルサイト掲載中。

厚岸総合クラブJOY説明会案内チラシ

R７年２月26日に、町民、保護者、教職員、

指導者を対象とした説明会の案内チラシ。
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2.実証内容と成果⑥

【園児・児童・生徒への募集チラシ（表）】 【園児・児童・生徒への募集チラシ（裏）】

【厚岸Jr.ウィンドバンドの活動の様子】

【海事記念館子どもクラブの活動の様子】【厚岸キッズクラブの活動の様子】

【厚岸レーシングクラブの活動の様子】

参考資料（活動写真）
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2.実証内容と成果⑦

参考資料（活動写真）

【厚岸町部活動地域移行検討協議会の様子】

【中学校保護者説明会の様子】

【厚岸総合クラブJOY運営委員会の様子】

【他市町村とのリモート会議による情報共有の様子】
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地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

令和５年度

部活動地域移
行検討協議会
設置、検討開
始

厚岸総合クラブ
JOY設立

R6年度モデルクラブの実証事業の検証 休日における地
域移行・地域展
開の11団体の
決定

町民・保護者・教
職員・指導者対
象の説明会

児童・生徒・保
護者・教職員
アンケート実施

受け皿団体や
指導者の選定、
モデルクラブの
選定

指導者間（地
域・学校）協議
開始

モデルクラブ4
団体の決定

教職員・保護者
への説明

令和６年度

4団体の部員
募集・活動開始 R7年度地域移行部活動の指導者間協

議開始

令和７年度

中学校全部活動の休日における地域移行
一部中学校の平日における地域移行

（一部部活動の完全移行）

令和８年度 令和９年度以降

全部活動の完全移行

ステークホルダー

○学校、校長会、

教頭会、町長部

局、町教委、文化

協会、体育協会、

各スポーツ団体、

各文化団体

経 過

○令和5年度より厚岸町部活動

地域移行検討協議会を設置し、

推進計画を策定した。協議会で

は、地域移行に関する学習とモデ

ルクラブを決定し、令和6年度から

実証事業の検証を行った。

実施内容

○厚岸総合クラブJOYを立ち上げ、

4団体（陸上クラブ、吹奏楽クラ

ブ、子どもクラブ、キッズクラブ）が

活動を開始した。検討協議会で

は、R7年度の移行部活動の検

討を始めた。

課題と今後の展開

○財源の確保、指導者の確保、

生徒の移送手段の確保が大きな

課題となる。生涯学習社会の実現

の具現化ともいえる厚岸総合クラブ

JOYの地域展開を町ぐるみで支え

る仕組みづくりが不可欠である。



20

地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性

全部活動の完全移行
R6

厚岸町における部活の
地域移行スケジュール
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性

R6

厚
岸
レ
ー
シ
ン
グ
ク
ラ
ブ

厚
岸
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

運営委員会

会 長

副 会 長

理 事

監 事

事務局

厚
岸
Ｊ
ｒ
・
ウ
ィ
ン
ド
バ
ン
ド

海
事
記
念
館
こ
ど
も
ク
ラ
ブ

R６年度 厚岸総合クラブJOY組織

○平日は、部活動

○土日は、JOY活動

○土日のみ、月1回活動

厚
岸
レ
ー
シ
ン
グ
ク
ラ
ブ

厚
岸
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ

バ
ト
ミ
ン
ト
ン

サ
ッ
カ
ー

野

球

（
ス
イ
ミ
ン
グ
ク
ラ
ブ
）

運営委員会

会 長

副 会 長

理 事

監 事

事務局

厚
岸
Ｊ
ｒ
・
ウ
ィ
ン
ド
バ
ン
ド

海
事
記
念
館
こ
ど
も
ク
ラ
ブ

（
厚
岸
か
ぐ
ら
少
年
団
）

R７年度 厚岸総合クラブJOY組織

○平日は、部活動

○土日は、JOY活動

○土日のみ、月1回活動

（

）

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

バ
ス
ケ
ッ
ト

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

一部完全移行
○平日、休日ともにJOY活動

（完全移行）
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厚岸町における部活動の地域移行、厚岸総合クラブJOYの地域展開



地域スポーツクラブ活動体制整備事業

令和6年度

地域スポーツクラブ活動への移行に向けた実証事業

北海道標茶町

自 治 体 名 ：

担 当 課 名 ：

電 話 番 号 ：

北海道標茶町

015-485-2040

教育委員会社会教育課



2

基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

面積 1099.37 k㎡

人口 6,881人

公立中学校数 3 校

公立中学校生徒数 188 人

部活動数 7部活

市区町村の協

議会・検討会議

等の設置状況

設置済

市区町村の推進

計画・ガイドライン

等の策定状況

策定済 0

100

200

300

400

500

600

昭
和5

8

年

昭
和6

1

年

平
成
元
年

平
成4

年

平
成7

年

平
成1

0

年

平
成1

3

年

平
成1

6

年

平
成1

9

年

平
成2

2

年

平
成2

5

年

平
成2

8

年

令
和
元
年

令
和
４
年
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標茶町小学校児童数

標茶町における運動系部活動については、中

学校３校で７部活動が活動している。そのうち

１校については、バドミントン部があったが部員が

いなくなったため現在は休部状態となっている。

令和６年度の活動内容としては、標茶中学

校の２部活動（卓球部、陸上部）が、平日は

学校部活動として活動し、休日の活動について

は地域クラブ活動に移行した。地域で指導可能

な人材がいたとはいえ、円滑な移行のため、当面

は学校部活動顧問の教員も地域指導者として

活動に加わっている。

本町は、児童生徒数の減少に伴い、少年団

に加入する児童も減少傾向であるが、陸上少

年団と中学校陸上部が合同で練習するなど、

小中連続したクラブ活動の環境が整った。

また、柔道少年団など活発に活動している少

年団もあるため少年団との連携も検討していき

たい。
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

運営体制・役割 年間の事業スケジュール

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉町長部局

・予算措置

◉教育委員会

・地域クラブ設置に係る規則等整備

・先行して取り組む部活動による施行実践

・謝礼支払や連絡調整等の事務全般
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

中学校数 ３校 実施した地域クラブ総数 ２クラブ

ケース別クラブ数 A：部活動を地域移行した形のクラブ数（２）
標茶中学校陸上部
標茶中学校卓球部

全体の指導者数 ６ 人 全体の運営スタッフ数 ２ 人

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団
体種別

種目
※新規のものは末
尾に（新）を付ける

実施回数
実施時
間帯

参加者
（学年別）

実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数
（他クラブと兼務）

会費
大会参加方

法

標茶中学校
陸上部

標茶町
地域クラ
ブ

陸上 月４回
９時～
１２時

中１ ５名
中２ ７名
中３ ５名

４月～
３月

標茶中学
校グラウン
ド ほか

３人
（内 外
部指導者
１人）

２ 人 無 部活動として

標茶中学校
卓球部

標茶町
地域クラ

ブ
卓球 月４回

９時～
１２時

中１ ８名
中２ ８名

中３ 18名

４月～
３月

標茶中学
校体育館

３ 人
（内 外
部指導者
１人）

２ 人 無 部活動として
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主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で実施
した種目

陸上

運営団体名 標茶町地域クラブ

期間と日数
陸上：５月１日 ～ ３月31日

月４回程度

指導者の主な属性 標茶中学校

活動場所 標茶中学校グラウンド ほか

主な移動手段 徒歩、自転車、保護者送迎

１人あたりの参加会費
等（年額）

中学生年会費 0円
（令和６年度未徴収）

１人あたりの保険料
スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年
指導者１人あたり：1,850円/年

●標茶中学校陸上部 活動概要

●運営スタッフ

役割：教育委員会が担い、謝金事務や連絡調整を行う

●指導者 中学校教員 ２名 外部指導者 １名

役割：地域指導者・・学校指導者とともに生徒の指導を行う

：学校指導者・・地域移行を進めるため、地域指導者の補助として生徒

の指導にあたる

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等



6

取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

○「標茶町地域クラブ」として標

茶中学校の卓球部及び陸上部

の休日における活動を地域クラ

ブ活動した。

○当面教育委員会社会教育

課が事務局を担い、クラブが円

滑に活動ができるようクラブの管

理や指導助言を行った。

○地域指導者と学校部活動指導者が綿密に情報を共有す

ることで、休日の活動がスムーズに行われていた。

○児童中心の少年団の指導者を外部指導者として受け入れ

ることができたため、クラブ員は児童・生徒で構成され、小中の

連続した指導が可能となった。

○部活動に在籍している生徒を対象としたアンケート（スポー

ツ・文化同時調査）を実施し、41名から回答をいただき、31

名から土日の活動が「前より良くなった」との意見をいただき、充

実した活動が行われていることが確認できた。他の10名は「前

と変わらない」という回答で「前よりやりづらくなった」という意見は

０名であった。

0 5 10 15 20 25

その他

特に変化はない

専門の指導者が対応してくれる

ので成績向上につながった

クラブ活動に対しての向き合い

方が変わった

地域移行して変化はありましたか？

（人）

（令和７年１月実施 生徒アンケートより）

○運営クラブである標茶町地域クラブの財源確保、指導者確保、移送手段の確保が最大の課題⇒R7においても引き続き検討。

○先行して移行したクラブの成果と課題を生かして、R７年度はさらに中学校運動部活残り５団体の休日における地域移行を進める。

○休日の地域移行から平日をも含めた完全移行を検討していく。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保①

取組の成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

○令和6年５月に標茶町地域クラ

ブ指導者バンクを立ち上げ、指導者

の確保に努めた。

○町の広報誌にチラシ折り込みを

行い広く人材を募った。

取組事項

人材バンクの人数

種 目

資格有無

○１名

○剣道

バンク応募者の年齢構成

50代 1名

○指導者資格

クラブ指導者

○標茶町地域クラブの活動の指導を行っていただくため、現在ある活動にとらわ

れず、幅広く募集した。

○指導日、報酬の額等は、標茶町地域クラブ規定に基づく。

指導者バンクについて

○地域クラブ在籍生徒アンケートから「専門のコーチがきてくれ

たから専門的なことを学べるようになった」とか「一人ひとりに細

かく丁寧に教えてくれる」などきめの細かい指導をしていただい

ていると感じ取れます

○一方で、応募者が１名にとどまっているため、さらなる周知

の必要性がある。

○今後も、応募を継続し指導者の確保に努めたい。

○外部指導者への指導・研修については実施することができ

ておらず、外部講師やアドバイザー派遣制度等を利用し実施

させたい。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 ウ：関係団体・分野との連携強化

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

○部活動地域移行検討委員会に委員と

して各学校長にも参加していただき、クラブ

活動の情報を共有した。

○児童・生徒・保護者を対象としたアン

ケート調査を実施し、ニーズをとらえた。

○中学校のPTA総会へ出向き、事務局か

ら地域移行の取組を説明した。

○校長会議などで、地域移行の状況について情報提供を行い、学校の理解を得ながら移行を進めるこ

とができた。

○町議会では、６月定例会において本町における部活動の地域移行の進捗状況について取り上げら

れ、「２つの部活動において試行実践を開始」したことについて説明した。

○部活動地域移行検討委員会（令和6年12月10日開催）にて、部活動の在り方支援検討アドバ

イザーの熊耳氏をお招きし新たな地域クラブ活動について、運営母体の法人化についてなどの話を聞くこ

とができた。

○教育関係者や検討委員には、標茶町地域クラブの取組状況は周知されているが、町民に対しての説明が不足しているとの指摘を受け、今後、町

民や保護者に向けた情報発信の機会が必要と感じている。

○これまでの部活動のスクールバス活用から、地域クラブ活動でのバス等の活用について、関係各所との協議を進めていくことが重要。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 エ：面的・広域的な取組

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

○現在、標茶中学校の２つの部活動を先

行して実施しているが他の中学校において

も移行を進めるべく準備を進める。

○該当となる学校の学校長から状況の聞

き取りを実施。

○他の部活動の活動状況、所属人数等の状況聞き取りを実施。

・虹別中学校 陸上部 ６名

バドミントン部 ９名

新年度９名入学予定。

・中茶安別中学校 バドミントン部 部員減少により休部中だが、新年度３名入学予定

であるため状況により再開の可能性あり。

○移動手段の確保や各々の場所で活動するか活動場所を集約させるかの検討が必要。

○今後、ますます生徒数が減っていく状況において実施する活動の種目の検討も必要。

○指導者の確保が難しい地区もあり、指導者の確保も課題となる。



10

取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実

取組事項

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用問う

ク：その他の取組

○標茶町地域クラブは、幼児から大人まで持続可能な生涯学習・生涯スポーツの環境整備を目的に、令和６年４月に設立。事務局は、当面教育委

員会社会教育課が担うこととし、令和８年度までに平日を含めた移行について検討を進め、令和９年度以降、完全移行（休日、平日ともに地域クラ

ブ活動）を目指していく。

○令和５年６月及び令和６年１２月に部活動の地域移行に係るアンケート調査を実施し、児童・生徒・保護者・教職員のニーズの把握に努めた。

○令和６年８月に先行実施の生徒を対象にアンケート調査を実施した。

取組の成果

○標茶町中学校卓球部及び陸上部では１年間の活動を通して、多くの

成果と課題を検証することができた。

○卓球部及び陸上部ともに、現行の部活動に外部指導者が入り込み

指導するというスタイルを確立させ学校指導者とともに質の高い指導を進

めることができ、生徒へのアンケートにおいても概ね良好な意見をいただい

ている。

○部活動地域移行の実証事業の大きな成果の1つは、学校指導者と

地域指導者の綿密な連携を前提とした生徒への指導である。平日の部

活動の指導と、休日の地域クラブの指導の方向性を同じにすることで、生

徒は混乱なく活動することができた。

今後の課題と対応方針

○令和７年度では、他のスポーツ系のクラブの地域移行（野球・バドミントン・スケットボール）を進める上で、練習会場が標茶中学校グラウンド及び体

育館に集中するため、安全に活動できるよう活動場所の区分けや練習時間帯の分散、町施設の活用など、環境の検討が必要。

○学校指導者から地域指導者へのスムーズな移行、さらには平日の移行を視野に入れると、指導者間の連携がより必要となる。
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取組内容

2.実証内容と成果
ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

●取組項目名 キ：学校施設の活用等

取組事項

今後の課題と対応方針

〇従来の部活動のまま学校施設において活動することができた。

取組の成果

〇標茶中学校陸上部は、学校グラウンド及び標茶高等学校グラウンドを借用し活動。

〇標茶中学校卓球部は、学校体育館で活動。

〇今後、クラブ数が増えた場合、他の学校や町有施設の活用を図り、活動環境の検討が必要。

〇学校施設や備品（ボール等）を使用させていただいている状況であり、道具の補充や破損時等の対応についてルール策定を急ぐ必要がある。

〇現在学校内においての活動場所を区切る施錠はされていないため、施錠方法等対策を急ぐ必要がある。

〇他の２つの中学校については対応未検討であるため対応を急ぐ必要がある。
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

各部活動との協議を進める中で、種目により課題が違うことが浮き彫りとなった。指

導者資格や審判資格が必要なクラブ、統一したユニフォームが必須のクラブ、単独で

はチームが組めず他町村との合同チームを余儀なくされるクラブなど、課題は多様であ

り、部活動の地域移行が進まない要因と考えている。

全国的な共通課題として、指導者の確保、財源の確保、生徒の送迎手段の確保

などがあげられているが、種目ごとの課題や本町のような小規模自治体の課題などもと

らえたうえで、R7年度は休日における全部活動の地域移行、標茶町地域クラブの地

域展開を積極的に進めていく。

●今後に向けて

標茶町では、先行して２つの部活動について、実証事

業を活用することにより円滑に運営を進めることができる

よう取り組みを行ってきた。標茶町地域クラブとしては、

幼児・小学生・中学生・高校生・大人すべてを対象とし、

持続可能な生涯学習・生涯スポーツの活動環境を整え

ることを目的に、令和６年４月に設置された。実施主

体としては当面、教育委員会社会教育課が事務局とし

て担うこととし、２つの部活動で試行実践をスタートさせ

た。標茶中学校の陸上部及び卓球部の2団体である。

標茶町地域クラブの運営母体である運営委員会は、

地域移行検討委員会メンバーが担うこととし、単に中学

校部活動を地域に移行するのではなく、持続可能な活

動環境を整えていくことを確認した。令和７年度は、団

体が２団体から７団体へ増加する計画であるため、これ

までの検証の成果を生かし、地域移行、地域展開を進

めていく。

標茶町地域クラブを立ち上げて１年が経過しようといている。成果というよりも、地域

移行検討委員会で協議を重ねるたびに新たな課題が見つかることを繰り返してきてお

ります。検討委員会発足当初から、すべて環境を整えてから新クラブを立ち上げるので

はなく、歩きながら課題を見つけ、モデルクラブの成果と課題を明らかにして検証を進め

ていくということが常々話がでていた。したがって、まだ成果を評価する状況にはないこと

から、引き続き課題を拾いながら、標茶スタイルの地域移行、地域展開を進めていき

たいと考えている。
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アンケート結果・参加者の声

2.実証内容と成果②

●アンケートや聞き取りから
●アンケート結果

Q.土日の活動が地域クラブ活動となりましたがどう感じていますか。

指導者（活動報告書から）

当初は週に１回の指導では生徒の全員とのコミュニケー

ションが難しいと感じた。ただ、指導をしていくにつき選手た

ちにチームとしての団結ややる気が見えてきた。

保護者（アンケートから）

指導者側の資質はどう測っていくのか。最も難しく重要な

事だと思います。スポーツの世界でも指導者の高圧的な態

度などが問題となっていると思うので。

（令和６年８月実施生徒アンケートより）
回答数 卓球 15名 陸上 10名 （吹奏楽部 16名）

Q.地域移行した土日のクラブ活動によって何か変化はありましたか。

Q.今後平日の活動も地域クラブ活動に移行する予定ですがどう思いますか。

中学１年生の声（陸上部）

外部指導者がきてくれてたくさんの事を教えてくれて充実して

いる。

中学１年生の声（陸上部）

フォームの改善など自分に合ったメニューが増えた。

取り組む事がはっきりして充実した活動になった。

0 5 10 15 20 25 30 35

前よりやりづらくなった

変わらない

前より良くなった

（人）

0 5 10 15 20 25

特に変化はない

専門の指導者が指導してくれるので成績向上につながった

クラブ活動に対しての向き合い方が変わった

（人）

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

よくわからない

学校の先生が指導者として残ってくれるなら構わない

平日は今までどおり学校部活動であってほしい

平日も地域クラブ活動に移行してほしい

（人）

中学３年生の声（卓球部）

地域の人が来てくれて専門的な事を学ぶことができるよう

になった。
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2.実証内容と成果③

広報資料

【地域移行説明のチラシ（表）】 【地域移行スケジュールのチラシ（表）】

○部活動の地域移行を進めるにあたり、児童、生徒、学校教職員、地域指導者、保護者等、様々な関係機関・関係団体に説明するための資料が必

要となったことから、教育委員会が作成した。



15

2.実証内容と成果④

【陸上部の活動の様子】

【卓球部の活動の様子】【卓球部の活動の様子】

【陸上部の活動の様子】

参考資料（活動写真）
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2.実証内容と成果⑤

参考資料（活動写真）

【先進地視察の様子】

【部活動地域移行住民説明会の様子】

【先進地視察の様子】

【部活動の在り方検討支援アドバイザーを招いての研修会】



17

地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果⑥

令和５年度

部活動地域移
行検討協議会
設置、検討開
始

２部活動試行
実践開始

R6年度実証事業の検証
部活動地域移行
検討委員会での
協議

次年度以降の移
行部活動の決定

児童・生徒・保
護者・教職員
アンケート実施

受け皿団体や
指導者の選定、
モデルクラブの
選定

指導者間（地
域・学校）協議
開始

先行実施する
２部活動の決
定

教職員・保護者
への説明

令和６年度

標茶町地域ク
ラブ設立

令和７年度

中学校全部活動の休日における地域移行
一部中学校の平日における地域移行

（一部部活動の完全移行）

令和８年度 令和９年度以降

全部活動の完全移行

ステークホルダー

○学校、校長会、

教頭会、町長部

局、町教委、文化

協会、スポーツ協

会、各スポーツ団

体、各文化団体

経 過

○令和5年度より標茶町部活動

地域移行検討委員会を設置し、

推進計画を策定した。委員会で

は、地域移行に関する学習と先

行実施部活動を決定し令和6年

度から実証事業の検証を行った。

実施内容

○標茶町地域クラブを立ち上げ、

２部活動（標茶中学校陸上部、

標茶中学校卓球部）が活動を

開始した。検討委員会では、R7

年度の移行部活動の検討を始め

た。

課題と今後の展開

○財源の確保、指導者の確保、

生徒の移送手段の確保が大きな

課題となる。
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性

R6

標茶町における部活の
地域移行スケジュール

R4

R4.12月 第１部部活動の地域移行に係る検討準備会議
R5. 2月 第２回部活動の地域移行に係る検討準備会議

委員対象の研修会（幕別札内スポーツクラブ小田
新紀氏）
R5. 3月 内部検討・道教委との連携～令和５年度の構想

R5. 5月 第１回標茶町部活動地域移行検討委員会
6月 アンケートの実施（保護者・生徒・教員）

7月 第２回標茶町部活動地域移行検討委員会
住民説明会(幕別町・小田氏を再び招き実施）

10月 先進地視察（登別市・伊達市）を実施
視察者による検討会
次年度試行実践の素案作成

12月 第３回標茶町部活動地域移行検討委員会
次年度以降の構想の審議

R6. 4月 標茶町地域クラブ設立
5月 第１回標茶町部活動地域移行検討委員会
8月 生徒向けアンケートの実施

8月 第２回標茶町部活動地域移行検討委員会
外部指導員からの状況報告

12月 第３回標茶町部活動地域移行検討委員会
部活動の在り方支援検討アドバイザー 熊耳雅美氏による説明会

R7. 3月 第４回標茶町部活動地域移行検討委員会

１ 全部活動の土日の活動の地域移行を進める
（地域移行を進める際の原則）
（１）道・町が定める部活動方針を遵守すること
（２）希望しない教員には指導を強制しないこと
（３）指導者、希望者が今後継続的に見込める場合は、既存のクラブにとらわれない新たなク

ラブ活動を検討すること
（４）地域の指導者がどうしても確保できない場合は持続可能な体制を維持できないものと判

断し廃止を検討する

２ 可能な種目から平日の地域移行を始める
３ 地域クラブの運営形態を確立させる

・組織の法人化の検討

１ 一部中学校部活動の平日における地域移行

２ R９年度以降の全部活動完全移行に向けた準備

全部活動の完全移行
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